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   A 68-year-old-male was admitted to our hospital with the chief complaint of macrohematuria. 
He was diagnosed with malignant lymphoma at 63 years old. Cystoscopy and computerized 
tomography revealed a non-papillary and broad based tumor at the anterior wall of the urinary bladder 
and partial cystectomy was done. Pathological diagnosis was collision tumor between squamous cell 
carcinoma and malignant lymphoma. To our knowledge, this is the 13th case of collision tumor 
associated with genitourinary organs in the literature. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 44 : 179-182, 1998) 
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緒 言
泌尿器科領域 での衝突癌の報告 は稀である.今 回わ
れわれは膀胱 に発生 した扁平上皮癌 と悪性 リンパ腫の




家族歴:特 記すべ きことな し
既往 歴:63歳時,糖 尿病 と悪性 リンパ腫(頸 部原
発,65・67歳時 の2度 再燃 し化学療法 を計26回施行)
現病歴:1996年2月19日無症候性肉眼的血尿が出現
し,2月22日当科受診.膀 胱鏡 にて,前 壁か ら頂部 に
かけて広基性 ・非乳頭状腫瘍 を認めた.生 検で,Aty-
picaltransitionalgpitheliumが認 め,移 行上皮癌 の
存在 を示唆す る結果 であった.
*現:福 井県済生会病院泌尿器科
**現:倉敷中央病院泌尿器科
現症:身 長165cm,体重64kg,表在 リ ンパ 節 は
触知せず,胸 腹部理学的所見に異常 を認 めなかった.
検査所 見:血 液一般;WBC21,200/mm3(異型 リ
ンパ球や 白血病細胞 は認 めず),RBC344万/mm3,
Hbl2.9g/dl,Ht36,2%,Pltl2.8万/mm3,血液生
化 学;電 解 質異常 な し,LDH5551U/1,CRP5.56
mg/ml,腫瘍 マ ーカー;SCC220ng/ml,尿沈渣;
RBC多 数/hpf,WBCO--1/hpf,尿細胞診;classV
画像所見:骨 盤部CTで は前壁 に直径約4cmの 広
基性腫瘍 を認め,壁 外へ の浸潤が疑 われた(Fig.1).
また,大 動脈周囲 リンパ節の腫大がみ られたが,悪 性
リンパ腫由来 の もの と考え られ た.DIPで は上部尿
路に異常はな く,胸 部X線,骨 シンチで も異常 を認め
なかった.
以上の所見 より浸潤性膀胱腫瘍 と診断 した.こ の症















病理組織学 的所見:腫 瘍 は非乳頭状で一部 に移行 上
皮癌が混在 した低分化な扁平上皮癌であ り,grade3,
pT3bであった(Fig.2).また,N/c比 の高 い球形
の腫瘍 細 胞 が壁 外 か らび まん性 に浸 潤 してお り,
non-Hodgkinlymphoma,diffuse,medium-sized,
Bcelltypeであった(Fig.3).免疫組 織化学 染色 で
Bcellマー カ ー のL-26陽 性,Tcellマ ー カー の
UCHL-1陰性 よ り,Bcelloriginの悪性 リンパ腫で
あ り,原 発巣 と同一であ った.
各 々の腫瘍 は隣接 して存在 していたが,別 々に発育
してお り2つ の組織 間に移行像 は認め られなか った
(Fig.4).以上 よ り本 症例 は膀胱 に発 生 した衝突 癌
(collisiontumor)と診断 した.
術 後経過 は良好で4月12日 に退 院 し外来通 院中で
あったが,術 後4カ 月 目に扁平上皮癌 の局所再発 をき
た し放射線 治療 を試 みた が,術 後9カ 月 目に癌死 し
た.
考 察


























類 した.そ して,そ れぞれ を"別 々に発生 した2つ 以
上の腫 瘍が互 いに衝 突 して1つ の腫瘍 を形成 した も
の","1つ の原基 か ら2つ 以 上の腫 瘍が 発生 した も
の","1つ の腫瘍 の問質 か ら別 の腫瘍 が発生 した も
の"と 定義 した.
また,Spagnoloら2)は,衝突癌 の診断基準 と して
①2つ の異なった組織 型の分布が明瞭 に区別で きるこ
と,② 隣接部分で もそれぞれの組織型が認識 で きるこ
と,③ 衝 突部分で は両成分 が混在 し,な かに は両成分
の移行 像 も存在 して もよい として い る.③ につ いて
は,Dodge3)は2つの組 織型の移行像 を認 める ものは
衝突癌 とは しないと し,著 者 らもこの見解 を支持 する
ものである.衝 突癌全体 の発生機序 について述べ られ
て いる文献 は見 当た らなか ったが,Plankerら4)は胃
において悪性 リンパ腫 に よる慢性的 な粘膜への刺激が
癌化 を引 き起 こ し衝突癌 に至 る とい う可能性 も考 えら
れ るとしている.
われわれが検索 したか ぎりで は,衝 突癌 は胃での報
告 が38.5%と一番 多 く,つ い で 子宮(1L5%),肺
(10.3%),肝臓(6.4%)の 順 となってお り,泌 尿器
TableL
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llValderramal98776男 腎細 胞 癌/「腎 孟」 扁 平 上 皮癌
12田 近
13自験例
198973男 「膀 胱 」 移 行上 皮 癌/「膀胱 」 カル チ ノ イ ド




































科領域で はきわめて稀であ る.1977年に岸 ら5)が7例
を集計 してお り,そ の後5例6'10)の報告があ り,自 験
例が13例目(本 邦4例 目)に なる(Tablel).膀胱に
お け る移 行 上 皮 癌 と平 滑 筋 肉 腫 の衝 突 癌 が7例
(53.8%)と最 も多か った.治 療 として は,膀 胱 部分
切 除術,ま たは膀胱全摘 除術が行われている.ま た,
術後13カ月 目に再発転移 を認めず生存が確認 された1
例 を除けば,他 は術後5-6カ 月で再発 しているか,
または術 後4-32カ月で癌死 してお り,予 後は きわめ
て不良であった.
この症例 の扁平上皮癌 の発癌機序 として,悪 性 リン
パ腫に対す る化学療 法で使用 されたシクロフ ォスファ
ミ ドの関与が考 え られた.し か し,文 献 的!1'12)には
シ クロス ファ ミ ドの 総投 与量 が100g,投与期 間 が
4・-5年を超 え る と,そ の代謝 産物 で あるacrolein
の膀胱 内残留に よって膀胱癌 を誘発す る危険が出て く
るとされてお り,こ の症例で は総投 与量17g,投 与
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